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ると、乾燥重量にして一頭のジュゴンが一日約 1.1kg のウミヒルモを食べたことになる。海草は、乾燥さ

せると約 10 分の 1 に重量が減尐するが、それでも鳥羽水族館で調べられたアマモの摂食量（1 日一頭

あたり 23-26kg (湿重)）と比べるとかなり尐ない。飼育個体の摂食量は、おそらく多すぎるのだろう

と思う。十分な餌を与えられている水槽のジュゴンと、野生のジュゴンでは摂食量に違いがあるのは当

然だろう。（図の説明：白い部分がアマモ場。灰色の部分は砂地。白地で C と書いてあるのは、ベニア

マモの群落で、それ以外の白地はすべてウミヒルモ群落。短い曲線は、ジュゴンの食べ跡。食べ跡はウ

ミヒルモ群落の中だけで見られる。方形枠の右側が沖側。） 

                                         （つづく） 

 

 

 

日本最大のコウイカ「コブシメ」の甲の漂着 

 

  2004 年４月 29 日、白浜町の瀬戸漁港の最奥部に南方系のコブシメ（コウイカ科）の甲

１個が流れ寄っていた。国内最大のコウイカで、足を除いた胴体は 50 cm ほどになる。残

念ながら、この甲は傷んでいて後端部が欠如していた。それでも甲長は 25 cm ほどもあり、

破損していない場合は 30 cm 以上になると考えられる。幅も 12.5 cm だった。鮮魚店に並

んでいる一般的なコウイカの甲と比べると２倍ほどもある。  

  この大きな甲は、流れ藻のホンダワラ類の間に浮かんでいた。まるで氷山のように、前

端のごく一部のみを海表面から突き出した状態だった。重さは 345g で、ずしりとした手ご

たえだった。2004 年５月下旪から乗船した広島大学の「豊潮丸」で奄美大島を訪れた時、

奄美大島の古仁屋港で朝市を見に行った時には、コブシメの数は尐なかったものの、ブダイ

などの色鮮やかな魚類やタコ類とともに競りにかけられていた。「奄美地方で５月に捕れる

コブシメはまだ小振りだ」と地元の人から聞いた。 

 

▲コブシメの求愛行動 

  コブシメの愛情細やかな求愛行動はよく知られている。この独特の行動はテレビでも時

折放映される。繁殖期になると成熟した雄は体色を色々と変化させ、雌の気を引く。模様を

替えながら、胴体の両端全体に伸びた鰭をリズミカルに波打たせ、触腕を振り上げる。まさ

に衣装を凝らして「イカすダンス」を披露するのだ。雌がＯＫすると、しなやかで特長の触

腕を巧みに使って抱き寄せる。コブシメの目は人の目の様なレンズ眼でよく見える。脳も発
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達しているので、行動も複雑に発達したのであろう。恋の強敵が現れると、体を半分ずつ、

威嚇用と求愛用に染め分ける芸当さえやってのける。 

   交尾のポイントは、他のコウイカ類と同じように、雄が精子の詰まった精莢を雌に渡

し、雌が精莢の中にある精子を使って卵を受精させることだ。その後、雌は卵嚢と呼ばれる

硬いカプセル状のものに１個ずつの卵を収容させ、このカプセルを一つずつ、生きているミ

ドリイシ類などのイシサンゴ類に産み付けてゆく。タコのように、飲まず食わずで孵化する

まで保護する世話をやかないかわりに、入り組んだ形状のイシサンゴ類の隙間に産卵するこ

とで、稚イカが無事に誕生するまで卵を外敵から守っているのである。      

 

▲京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”への漂着 

  “北浜”にはイカ類の甲がよく流れ着く。最も多いのが、白色で手の平サイズほどのコ

ウイカのものである。最大でも長さは 30 cm を超えることはなく、幅も 10 cm に満たない。

時折、紅色をしたウスベニコウイカの甲も見つかっている。この甲は、近年に和歌山県初記

録種となったもので、これも小形から中形サイズが漂着する。細長くて灰白色をしたシシイ

カの小さな甲も発見できる。 

  今回、瀬戸漁港に流れ着いたコブシメの甲を含めて、和歌山県沿岸へのコブシメ漂着記

録は数例しかない。2006 年までだと、白浜町に１個と串本町に２個の甲の漂着記録がある。

それら３個と比べると、この甲は４個中で最小だった。その後もめったにないままである。 

  手元に、10 年前、慶良間列島の阿嘉島で採集したコブシメの甲が１個ある。甲長が 44 

cm で、最大幅は 14.5 cm もあった。やはり、本場で発見される甲は立派である。沖縄諸島

に属する粟国島で見つけた新鮮な甲も、大きく立派だった。重さは研究室で乾燥させても

430g グラムあった。 

今回、瀬戸漁港で見つけた甲を、研究室内で自然乾燥させて、重量がどう変化するのか

調べてみた。予想通り、日に日に軽くなってゆき、６日間で 95g も減って 250g となった。

やはり水分をたっぷり吸っていたのだ。しかし、水分の蒸発とともに表面に塩の結晶ができ

ると思ったが、それは確認できなかった。 

 京都大学瀬戸臨海実験所周辺の番所崎や“北浜”および”南浜“では、ここ数十年間余り

にコブシメの甲の断片さえも漂着した記録がないことを、実験所の諸先達の樫山嘉郎氏や田

名瀬英朊氏が教えて下さった。しかし、黒潮貝類同好会の前岩崇氏が、紀南地方で、以前、

コブシメの甲の断片が漂着したことを教えて下さった。1973 年発行の「新日本動物図鑑」

の中で、滝 巌博士が「コブシメの甲が神奈川県三浦市以西の海岸に漂着する」と記してい

る。こんな遠い所まで流れ着くのだから、傷んでいない大きな甲が紀南地方の沿岸で発見さ

れることを楽しみに待っていたところ、2012 年５月 24 日に北浜に漂着した（図）。 
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図. 京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”へ 2012 年５月 24 日に漂着したコブシメの甲。 

 

7．事務局便り： 

●「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思われる方は事務局ま

でご連絡ください。 

●企画案その他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

●このメールマガジンは、毎月 1 日と 16 日の 2 回発行の予定ですが、都合によって遅延や中止もありま

す。配信を希望する方、送りたい方がありましたらアドレスをお知らせください。また、パソコンを

使えない環境の方には印刷体でもお届けします。その場合は、郵送料をご負担していただきます。 

●このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでいただくために転

送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡ください。海の生き物や守る

運動についての情報など、また各地で行われている海の生物の観察会、研修会、その他の行事に関する

情報もお寄せください。「うみひるも」のバックナンバーは、ホームページからダウンロードできます。 

●本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催をお手伝いでき

る方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ごいっしょに講演会や観察会をし

たいと思われる団体からも提案をお受けします。 

●本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ銀行口座「ゆうちょ銀行 口座番号：１０６１０－

６６７３０２１ 海の生き物を守る会」へお送りください。なお、送金される場合は、送金の内容に

ついて事務局にお知らせ下さい。 

 

8．編集後記 

京都の夏は暑い。電気は余っていても、原発の電気をなるべく使いたくないので、暑さに耐えて毎日

過ごしている。海の季節だというのに、なかなか海へ行く機会がない。先日、ようやく機会を得て、湘


